
平成29年９月にできた新しいプ
レイパークです。今まで遊具の
無い、子どもの利用が少ない公
園でしたが、子育て仲間で立ち
あげた「浅間台みはらしプレイ
パーク」開催日には未就学児か
ら小学生がたくさん集まるよう
になりました。
夏は水でっぽうなどをして楽し
んでいます。緩やかな斜面でも、
ブルーシートを敷く工夫で滑り
やすくなります。

１

プレイパークは、子どもたちが木登りや泥んこ遊びなど、日常でなかなかできなくなった外遊びを通じて、自主性
や冒険心を育む遊び場です。子供の遊びをサポートするプレイリーダーが見守っています。

横浜市内の都市公園など２５か所※で開催されています。開催日は会場によって異なるのでホームページもしくは、
区役所で配布しているパンフレットをご確認ください。※平成30年5月現在

→
浅間台みはらし
プレイパーク
代表蛭子井
（ひるこい）さん

↑
取材にご協力いただいた、
左から小原さん、佐々木さ
ん、木村会長、関根さん

←
イベント当日は多くの
短冊で彩られます

公園愛護会通信は、公
園愛護会活動がより活
発に行われるように、活
動に関する情報提供や、
活動の事例紹介等を行
うための情報誌です。

七夕イベント 泉区富士塚公園

小さな公園ですが、毎年７月初旬に、地域
住民で構成された「万年青（おもと）会」
「子ども会」などが中心になって開催してい
ます。子どもからお年寄りまで１２０人以上

が集まる、地域の一大イベントです。

プレイパーク 西区浅間台みはらし公園



横浜市では、愛護会が主体となって行うイベントに対し、

①開催内容や開催に必要な手続き、ＰＲの方法などに関する相談

②技術的なアドバイスや専門の部署などの紹介

③クラフト用工具や昔遊びの道具、焼き芋大会用の

ドラム缶セットなどの貸出 などを行っています。

２

Ｑ．開催のきっかけは？

Ａ．地域住民で構成された「万年青（おも

と）会」で、多世代でも楽しめるイベント

をしたい、という気持ちから始まりました。

子ども会の協力も得て、子どもが多く参加

してくれます。

Ｑ．続ける秘訣は？

Ａ．全員が主催者として準備を進めること

です。それぞれ得意分野を生かし、毎年楽

しんでいます。万年青会メンバーが七夕の

由来を子ども達に語り部で伝えたりもする

んですよ！

Ｑ．力を入れたいことは？

Ａ．豆まきイベントなど、季節感のある活

動は「参加者全員主催者」で続けていきた

いです。

皆さんも、これらの支
援を活用し、日頃の愛
護会活動の活性化にも
つながるイベントを開
催してみませんか？

↑ 全員で集合写真をパチリ！多くの世代が楽しんでいる様子が伝わります

↑ 近隣の子どもと飾りつけ

↑ イベントの様子を楽しそうにお話する
愛護会の皆さん

「参加者全員が主催者」
七夕イベント～泉区富士塚公園～

３

「子育て仲間の熱意でできた
子どもの遊び場」
プレイパーク～浅間台みはらし公園～

Ｑ．子ども達に人気の秘訣は？

Ａ．子どもの自由な発想を大事にすること

です。「自分の責任で自由に遊ぶ」がプレ

イパークのモットーで、大人はできるだけ

口出ししないよう心がけています。

Ｑ．安全のために気を付けて

いることは？

Ａ．開始前のミーティングで、確認・準備

をします。

また、開催後はすぐに反省会をし次回のネ

タ案について話し合います。

Ｑ．活動発展に向けた意気込みを！

Ａ．「是非プレイパークを続けてほしい」

という声にこたえられるよう、関心の高い

子育て仲間などをもっと巻き込んで、一緒

に作っていきたいと思っています。

🌼 いつやるの？ 🌼
30年度は年6回開催予定

いつ来ていつ帰っても良い。

開催予定日は、ホームページで確認を。

🌼どんな内容で？🌼
夏場は、空き容器（マヨネーズ等）を活用した

手作り水でっぽう、たらいやカップを使っての

水遊び、泥んこ遊びが人気。

🌼 準備は？🌼
週に１回程度：子育て仲間でネタ案などを検討

2週間前～：準備、消耗品の購入など。

🌼 参加者への呼びかけは？🌼
プレイパーク設立にあたり近隣住民の方にご挨拶
開催日については、手書きチラシを回覧、子育て

支援の公共施設などにも配架。

※公園でイベントを開催する際には、各事務所で行為許可を受ける必要がありますので、

ご相談ください（個人での申請は認められません）。公園愛護会のイベント支援に関
しては、各土木事務所・公園緑地事務所にお問合わせください。

安全確認よし！

↑
危険が無いよう、プレイリーダーや
子育て仲間が見守っています

①天候

②草に隠れた大きな石・転

びそうな場所がないか

③救急箱の準備

↑
手作りチラシで活動をPR

↑水遊びの様子

🍃 いつやるの？🍃
子ども達にたくさん参加してほしいので、休みの日

に設定しています。

🍃 どんな内容で？🍃
・短冊に願い事を書く

・縄跳びなどの遊びタイム

・短冊のたくさんついた竹を掲げ、七夕の歌の合唱

・記念撮影準備

片付けもみんなで行います！

🍃 どのくらいかかる？🍃
準備から、終わりの会までで約１時間

🍃 準備は？🍃
約１か月前～：子ども会と打合せ、内容・購入

するものを相談

2日前：近くの農家の協力で竹や支柱を入手

🍃 参加者への呼びかけは？🍃
子ども会、愛護会掲示板、回覧板など

↑ドラム缶の使い方（焼き芋）講習

←活動のPRにシールもご用意しています

※支援内容については、各土木事務所・公園緑地事務所に

ご確認ください。

横浜 プレイパーク 検索
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 バックナンバーは、横浜市公園愛護会ホームページから。

【公園管理・公園愛護会通信の配布部数に関するお問合せは、各土木事務所・公園緑地事務所にお願いします。】

横浜市 公園愛護会 検索

４

公園愛護会キャラクター

あいごぽん

熱中症は、梅雨明け後、体がまだ暑さに慣れていない時期や、暑さの厳しい時期に

急増します。愛護会活動を、楽しく安全に続けていただくためにも、予防のポイント

を活動前に確認することが大切です。

こまめな水分補給を行い、涼しい時間の活動、涼しい場所での休憩、通気性の良い

服の着用、暑い日や体調の悪い時は作業をしないなどを心がけていただくようお願い

します。また、怪我防止のために活動前には軽くストレッチを行いましょう。

★熱中症は横浜市市民活動保険の対象外です。横浜市市民活動保険は、ボランティアの怪我や事故を

対象とした制度です。事前の加入手続きは不要で、事故等発生時に手続きしていただきます。

暑
さ
に
注
意

熱
中
症
対
策

ス
ズ
メ
バ
チ
に

注
意

公園愛護会等コーディネーターは、公園愛護会の活動をお手伝

いする、各区土木事務所の専門職員です。

今回は、戸塚区の新任コーディネーターを紹介します。

皆さんこんにちは。
今春から戸塚区のコーディネー
ターを担当することになりました。
戸塚の地で、春夏秋冬を色鮮やか
に明るく元気な街づくりを行って
いただいているのは、愛護会及び
地域の皆様の地道な活動の賜物と
思います。

幅広い世代の方々の笑顔に繋が
り、地域の輪に繋がり、住みやす
く明るい街づくりをしていらっ
しゃる皆さんと一緒に活動してい
きたいと思います。どうぞよろし
くお願いします。

近年、夏に市内の公園や市民の森で、散策者がスズメバチに刺される事故が相

次いで起きています。活動する際には、以下の点に気を付けましょう。

・遊歩道以外の道や、立入禁止の看板がある場所には踏み込まないようにしま

しょう

・長袖、長ズボン、帽子などを着用し、肌の露出を減らしましょう

・黒色や暗色の服はできるだけ避けましょう

・香水など香りの強いもの、ジュースなど飲み物の香りも、虫が誘引されるので気

を付けましょう

★お知らせ★
公園緑地維持課のFAX番号が変わりました。
引き続き、配布部数に関するお問合せは、各土木事務所・公園緑地事務所にお願いします。

✳愛護会通信年３回になります✳

年４回皆さまにお届けしてまいりました、

愛護会通信は今年度から年３回に変わります。

★「７月号」「１２月号」「３月号」
のお届けになります。

これからも、公園愛護会通信のご愛読を
よろしくお願いいたします。
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